


備えの強化予防対策の強化 効率的な対応

委任された権限
公衆衛生危機（化学、生物、放射性物質、核、パンデミック誘因のインフルエンザ）へ

の備えと対応強化のための国際的かつ共同の取り組みを請け負う

復興支援

目的目的目的目的目的

過去の教訓やベストプラ
クティスからの学びを活
かす

バイオセーフティーとバ
イオセキュリティーシス
テムの促進

公衆衛生予防アプローチ
（コミュニケーション、
感染症危機対応医薬品、
その他の介入）の策定・
共有

新たに発生している問題
への意識を高め、潜在的
な影響削減

効率的な国際レベルでのコ
ミュニケーション能力と緊
急時ネットワークの維持

感染症危機対応医薬品への
アクセスと入手可能度の改
善

国家の災害対策計画とプロ
トコールの共有

現在の脅威とリスクアセス
メントの実施

科学的根拠に基づいたプロ
トコール、ガイドライン、
推奨事項の策定

共同の研修、対策計画や演
習の実施

新たに発生している公衆衛生
危機の察知能力の向上

早期の警告・報告システムを
通した迅速な情報アクセスの
確保

効率的なサンプル共有の有効
化

国の検査機関の潜在能力と実
務能力の構築

業務連絡の実施と主要メッセー
ジとツールの普及

コミュニケーションを用いた脅
威やリスクに対する社会の認知
への対処

国際的な感染症危機対応医薬品
の利用をサポート

対応時における国家の対応に関
する情報共有

早期警告後の迅速な状況アセス
メントの実行

迅速な脅威とリスクの
察知

目標（1）現在・新たに発生している脅威に対する協働力を強化するための、技術・政策に関する意見交換の場の維持、

（2）パートナーシップ強化を目的とした国内外での横断的かつ共同で行う取り組みへの積極的姿勢、
（3）GHSIの取り組みが備えと対応における国際的な公衆衛生能力構築の役に立つように、活動の成果の認知・普及を促進する

という三点を通して、故意による事象、偶発事象、自然災害による事象に対処する

過去の教訓の評価と共有

国家の災害対策計画と政策に関
する情報共有、および国際的な
復興作業のサポート

状況アセスメントと評価ツール
の見直しと改訂

人体がさらされる危険と受ける
影響のモニタリングと評価
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